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私たちの村　人口 867人(－2)／男 427人（－3）／女 440人（＋1）／世帯数 452戸（－3）　令和7年1月3１日現在　※（ ）内は前月比

339339

〒399-3502 長野県下伊那郡大鹿村大字大河原354　大鹿村役場
ホームページアドレス　http://www.vill.ooshika.nagano.jp
電子メールアドレス　info@vill.ooshika.lg.jp
◇令和７年２月発行／大鹿村役場　◇印刷／龍共印刷株式会社

南アルプスと
歌舞伎の里

～診療所からのお知らせ～　風邪症状で受診希望の方は診療所へご連絡ください　☎39ー2111

熊谷村長２期目　初登庁！熊谷村長２期目　初登庁！
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　この度の大鹿村長選挙におきまして再選を果たさせていただき、１月24日より２期目とし
て大鹿村長に就任いたしました。無投票での再選ということで、村民の皆様からある一定のご
信任はいただいたものと感じておりますが、前任期同様、村民の皆様から頂いたご意見を村政
に活かし、また４年間で明らかになった課題をしっかり解決して持続可能な村づくりを果たす
ことができますよう全力で村政を運営してまいりますので、引き続きのご指導、ご支援、ご協
力を賜りますようお願い申し上げます。

　人口減少がじわりじわりと進みつつある大鹿村において、高齢化と担い手不足により、これ
まで維持・継続してきた村民の皆さんの文化活動、産業経済活動、行政サービスなどを守って
ゆくことが難しくなってきています。その反面、移住してきた若い世代の皆さんを中心に、新
たな発想で事業を立ち上げたりグループによる活動を進めていただいたり、また村外の事業者
の方からの新しい提案があったりと、明るい希望や将来性を感じることのできる流れが生まれ
てきております。
　そうした皆さんが力を合わせて大鹿村の古きよきものを守り伝えながら、豊かな地域資源を
新しい魅力として掘り起こしていただくことで、持続的な村づくりにつながっていくものと考
えます。行政としましても福祉サービスの充実を図れるよう役場の職員体制をしっかり構築す
るとともに、村民の皆さんの主体的なお取り組みを支援し、また協力し合って協働による村づ
くりを進めてまいります。
　
　リニア中央新幹線事業については昨年工期の延長が公表され、村民の皆さんの生活環境への
影響が長引くことや、商業観光業などを営む皆さんから事業継続への不安の声が上がりました。
　これを受けて、工事用車両が通行する県道松川インター大鹿線の拡幅改良や地域産業振興に
向けた連携協力の検討など、より踏み込んだ対応を求めて協議を継続しています。
　リニア新幹線の工事期間中、また開業後を見据えた地域づくりなど、村民の皆さんの不安を
解消し、将来に向けて明るい展望が持てるよう努めてまいります。

　あらゆる分野に課題は山積していますが、大鹿村は豊かな地域資源に恵まれた村です。これ
らを村の魅力として磨き上げ世に出していくことで、将来にわたってこの村が生き残り、また
大事なものを伝え残していくことができると思います。
　村の総合振興計画にもうたわれているように、村民の皆様が

「いろどり豊かに、幸せに暮らせる村」実現に向けて頑張ります！

大鹿村長　熊 谷 英 俊　　

就任のご挨拶
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大鹿村長選挙に
ついて

「司法書士不在村での登記・法律無料相談会」の開催について

　１月14日告示、１月19日投開票の大鹿村長選挙は、
立候補届出が１名のため、無投票選挙となりました。

◎当選者　熊谷　英俊（くまがい　ひでとし）
　　　　　60歳　無所属　再　鹿塩
◎任　期　令和７年１月24日～令和11年１月23日 

○開設日時　令和７年３月１日（土）　午後１時～３時まで
○会　　場　役場　２階
○相談内容　◦不動産、会社、法人の登記に関するもの　　◦相続、遺言に関するもの
　　　　　　◦空き家の関するもの　　　　　　　　　　　◦悪徳商法被害に関するもの
　　　　　　◦高齢者、障がい者等の財産管理や成年後見制度に関するもの　　　　等々
○相 談 員　長野県司法書士会　飯田支部会員　２名
○問い合わせ先　長野県司法書士会飯田支部 担当 福澤正博
　　　　　　　　 0265−49−8537　 eq.hukuzawa@rose.plala.or.jp

選挙管理委員会より

プラスチック製品のごみの出し方が変わります！

◎全部または大部分がプラスチックの製品
◎汚れていないもの
◎１辺の長さが５０ｃｍ未満のもの
　（長い場合は、切ればＯＫ）
◎厚さが５ｍｍ未満のもの

　衣装ケースやホース、ブルーシートなどは、５０ｃｍ未満に切断すれば「プラスチッ
ク資源」ですが、５０ｃｍ以上の長さの場合「粗大ごみ」または稲葉クリーンセンター
に直接持ち込んでください。

◎CD・DVDディスク（プラスチック製ケース含）
◎プラスチック製食器
　皿、コップ、ストローなど
◎プラスチック製サニタリー用品
　歯ブラシ、洗面器、洗濯ばさみなど

プラスチック製品（ビニール製品）とは

　プラスチックのリサイクル促進と燃やすごみを減らす
ため、令和７年４月１日から、燃やすごみとしていた「プ
ラスチック製品」を「プラ容器」と一緒に「プラスチッ
ク資源」として回収します。

令和７年
４月１日から

令和７年４月から
プラスチック製容器包装 プラスチック製品

＊
指
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⬇
「プラスチック資源」
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活性化プロジェクト便り
第３及び４回大鹿村活性化プロジェクト委員会を開催しました

【参加者】　委 員 長　：大鹿村長　　　リーダー　：小林 憲市
　　　　　委　　員　：伊波 ゆかり、加藤 哲夫、クレマス・ダニエル、小林 俊夫、紺野 香糸
　　　　　　　　　　　曽根 礼子、平瀬 定雄、宮崎 純平
　　　　　事 務 局　：木下 雄貴、小林 健太郎（産業建設課商工観光係）

第３回（令和6年12月12日開催）大鹿村活性化プロジェクト委員会の主な内容は以下の通りです。
〇現在進行中、検討中の事業の共有
　◦大鹿村内でのワーケーション

※ワーケーション…「ワーク（work）」と「バケーション（vacation）」を掛け合わせた言葉。会社
のオフィスなどを離れ、旅行先や帰省先などで楽しみながら仕事をすること。

村外民間企業へ大鹿村内でのワーケーションの提案をしている。
まずはお試しで実施できないか、調整中。

　◦村内物産のECサイト展開
※ECサイト…ウェブサイトで商品を通信販売するサイト
村内物産のECサイト展開は、現在事業者の皆さんに最終確認をしていただいている。
確認の後、先方で修正等を行い、販売開始となる。

　◦食糧学院（東京調理製菓専門学校）との商品開発
現在、今後の展開について、検討している。
近日中に村内事業者と意見交換を実施する予定。

　◦若者へのアプローチ方法
若者へのアプローチ方法を検討が必要。
動画（YouTube、TikTok）や漫画等で旅行先、商品情報を集めている若者が多い。
今すぐでなくても、将来的には考えていきたい。

〇各委員が行っている取り組みの共有
　各委員で行っている取り組みを共有し、委員４名に体験型観光案を作成いただくこととなった。
　第４回大鹿村活性化プロジェクト委員会で案を提案いただく。
〇その他
　インバウンド勉強会を今後検討していきたい。
　どのように開催していくか、各委員に意見を出していただき、検討していくことになった。

第４回（令和７年１月16日開催）大鹿村活性化プロジェクト委員会の主な内容は以下の通りです。
〇現在進行中、検討中の事業の共有
　◦大鹿村内でのワーケーション
　　今年中に１社来村予定で調整をしている。（６月予定）
　　人数は2５人で２泊３日を予定。村内の視察や交流とあわせて様々な自然体験も提案予定。
　　民間企業連携のモデルとして先ずは実施予定。
　◦インバウンド学習会
　　今後、委員会で開催方法等を検討する。
　◦村内物産のECサイト展開
　　事業者の皆さんの最終確認が終了し、先方で販売開始へ向け準備を進めていただいている。
　◦食糧学院（東京調理製菓専門学校）との商品開発
　　１月17日に製造販売等に興味がある事業者の皆さんと意見交換を行う。
　　意見交換の後、今後の展開について検討する。
〇体験型観光プランを委員から提案
　◦石積みワークショップ　（伊波委員）
　◦星空イマーシブツアー　（加藤委員）
　◦農業体験、森林体験　　（宮崎委員）
　◦野生鹿の解体体験と調理（平瀬委員）　他
　それぞれの提案について、小林リーダーや各委員から意見が出され、さらに作りこみを行っていただく
こととなりました。魅力的なプランばかりですので、今後関係される方へお声がけさせていただき、実現
へ向け、検討していきます。
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　令和７年大鹿村消防出初式が１月６日に交流センター
において、村内外から多くの来賓をお招きし、厳粛かつ
盛大に挙行されました。また、式典では消防団活動に尽
力された団員に対し、表彰が行われました。

令和７年　表彰者一覧

長野県消防協会

功労章 中川　佳久
精勤章 中嶋　　渉
精勤章 矢澤　大志
精勤章 世良　健一
精勤章 前澤明日斗
精勤章 タカサキグー

ティモシージェームスヒロ

飯 伊 消 防 協 会 功績章 中野比呂樹
功労章 森　ひかり

北 部 地 区 班 努力章 菅沼　夢翔
努力章 久保田悠月

長野県消防協会 退団者
感謝状 北島　泰治
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「自分たちの村は自分たちで守

る」を胸に訓練や啓発活動をし

ています。あなたの力をぜひお

貸しください！

【問い合わせ先】
　大鹿消防団本部　 39-2001

大鹿村消防団募集！

公
民
館
だ
よ
り

大鹿村消防団出初式
令和7年
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【令和７年1月22日（水）　定例会が行われました】
　今回提出された案件は、旧基盤強化法第19条、農地法第４条です。農地の件でお困りのこと
がございましたら、いつでもご相談ください。

【令和７年1月22日（水）　農業者との意見交換会を行いました】
　役場研修会議室においておこなわれ、12名の方にご参加いただきました。今回は、①補助金・
支援制度に関する村への要望、②農業に関して困っていること、③日頃思っていること、④村
への提案、⑤農業委員会へ聞きたいことについて、２
つのグループに分けて皆さんからお話を伺いました。
　どちらのグループからも、近年の高温化による草刈
作業への負担増、頼みたいが人手が不足している、年
齢もかさなり現状維持でも大変であるなど、キーワー
ドになっていたのは労力に関する問題です。いかに労
力削減に繋げるか、農業委員会としても注視してまい
りたいと思います。
　このほか、皆様からいただいた意見等を集約し、意
見書の提出などを通じて農業振興に活かしていきたい
と思いますので、皆様の引き続きのご協力をお願いい
たします。

今回承認等された利用権等

地　区 利用権等 件数 その他　

鹿塩
賃借権
届出

1
1

○申請等は、その月の15日を基準に受付。
　【直近の締切日：令和７年３月14日（金）】
○定例会は、毎月20日前後を予定。
　【直近の予定日：令和７年２月21日（金）】

※農地の売買や賃貸などといった農地のやり取りには、「農業委員会の許可」が必要です。

農業委員会だより
問い合わせ先：　39－2001まで

役場内　農業委員会事務局 39－2001

この写真は、昨年のものです。
今回、写真を撮り忘れてしまいましたので
イメージとして掲載してあります。
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村税・料金 納付のお知らせ  毎月の料金 　◦保育料　◦介護保険料　◦住宅料　◦水道料
　　　　　 　◦後期高齢者医療保険料　◦その他利用料等

課税月
税目（期） 4 月 ５ 月 6 月 ７ 月 ８ 月 9 月 10月 11月 12月 1 月 ２月 ３月 備考
住民税普通徴収 1 2 3 4 年４回
固 定 資 産 税 1 2 3 ４ 年４回
軽 自 動 車 税 1 年１回
国民健康保険税 1 2 3 4 ５ 6 ７ ８ 9 10 １１ １２ 毎　月

 ２月の口座振替  ２月２5日（火）　 納付書納期限  ２月２8日（金）
 ３月の口座振替  ３月２5日（火）　 納付書納期限  ３月31日（月）
★引き落とし日の前営業日までに口座をご確認ください。
★納付書納付は、最寄りの金融機関又は役場会計にてお願いします。

▢■▢ 国民年金からのお知らせ ▢■▢

年金受給者のみなさんへ　～年金源泉徴収票のお届けについて～
　税の申告相談時にご提出いただく年金源泉徴収票が、日本年金機構より1月中旬から受給者
の皆様宛に、順次発送されております。お手元に届いたら、割り当ての相談日まで大切に保管
をお願いします。なお、もしも源泉徴収票や準確定申告用源泉徴収票を、紛失したり破損した
場合には、再発行することができます。
○申請方法
◦電話で申請することができます。基礎年金番号が確認できるものをご用意のうえ、ねんきん

ダイヤル（0５７0-0５-116５《ナビダイヤル》）もしくは飯田年金事務所（ 22-3641）へご連
絡ください。

◦ねんきんダイヤルをご利用された場合、受付から発送までに２週間程度かかります。お急ぎ
の場合は飯田年金事務所にお問い合わせください。

　※窓ロでの発行もできます。ご本人が来訪する際には、以下のものをご持参ください。
　◦年金手帳、年金証書または改定通知書など日本年金機構が送付した基礎年金番号がわかる書類
　◦本人確認ができる書類
　※代理の方が手続される場合には、
　◦本人の委任状 ( 本人の署名・押印があるもの )　　◦代理人の本人確認ができる書類、
　◦本人の印鑑 ( 証明書等の ( 再 ) 交付を受けるときなど ) が必要です。

【問い合わせ先】上記についてのご不明点、国民年金のご相談・手続き等については
役場　住民税務課　☎３９ー２００１　または　飯田年金事務所　☎２２ー３64１まで

【ご不明な点・お問い合わせ先】役場　会計室　☎３９ー２００１まで

役場会計室から大切なお知らせ
「源泉徴収票」を納税相談・確定申告まで大切に保管してください
　令和６年1月1日から令和６年12月31日までの間に、大鹿村から
お支払いした報酬、手当、賃金、謝礼等の源泉徴収票を、令和７年
１月下旬に該当の方にお送りしました。
　２月17日からの納税相談・確定申告の際に必ず必要となる書類で
すので、申告時まで無くさないよう大切に保管をお願いします。

２月はここ!! ３月はここ!!
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　令和６年１月に起きた能登半島地震を受け、大鹿村、長野県、（一社）長野県建築士事務所協
会が協力して木造住宅の耐震化を進めています。
　昨年末には該当する皆様に、耐震化に対するアンケートを行いました。また、現在、建築士
事務所協会による村内の現地調査を実施しています。昭和５6年以前に建てられた木造住宅で、
地域の特徴や傾向、耐震化の進め方を検討するための調査です。お声掛けをしたうえで敷地内
に立ち入る場合もありますので、ご協力をお願いします。
　今後については、アンケートと現地調査結果を踏まえ、対象住宅全ての診断ができるよう「実
施計画」を策定し安全に暮らせる大鹿村を目指していきます。
　該当する皆さまは今一度住宅耐震化の流れをご確認ください。

木造住宅耐震化について

、 、 、
。

。

。
、

。 、 、
。

。

、 、
、 。

、 、 、
。

南海トラフ巨大地震
●30年以内の地震発生確率は70％

～80％
●飯伊地域から上伊那地域にかけ

ての伊那谷や諏訪地域の一部で
震度5強以上の揺れが生じ、地盤
の液状化現象や土砂災害が少し
発生し、建物被害、人的被害、停電
や断水等のライフライン被害が
発生

耐震診断（無料）
【対　象】
□ 木造在来工法の戸建て住宅
□ 昭和56年５月31日以前に着工
□ 村内に存する個人所有の住宅

《初めの一歩は耐震診断》

耐震改修工事
（最大100万円まで助成）
【対　象】
□ 木造在来工法の戸建て住宅
□ 村内に存する個人所有の住宅
□ 昭和56年５月31日以前に着工
□ 改修後の評点が0.7以上

【補助率】
改修工事費の4/5以内 

改修上乗せ補助（長野県）
（最大50万円まで助成）
【対　象】
上記の耐震改修工事の助成を受け
た住宅で改修後の評点が1.0以上

【補助率】
改修工事に要する費用の10/10

等
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令
和
６
年
12
月
1０
日（

火）

に
第
１

回
空
家
等
対
策
協
議
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

今
回
は
、
大
鹿
村
空
家
等
対
策
計

画
や
要
綱
の
確
認
、
専
門
部
会
や
協

議
会
の
進
め
方
な
ど
、
委
員
と
な
る

方
へ
説
明
を
行
い
ま
し
た
。
委
員
は

会
長
含
め
1０
名
で
組
織
さ
れ
て
い
ま

す
。
任
期
は
２
年
間
で
委
員
は
自
治

会
組
織
の
代
表
者
、
村
議
会
議
員
、

学
識
経
験
者
等
で
す
。
今
後
、
村
内

に
お
い
て
特
定
空
家
等
と
思
わ
れ
る

情
報
等
あ
れ
ば
住
民
税
務
課
管
理
係

ま
で
情
報
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
特
定
空
家
等
と
は
…

　

そ
の
ま
ま
放
置
す
れ
ば
倒
壊
等
著

し
く
保
安
上
危
険
と
な
る
お
そ
れ
の

あ
る
状
態
、
著
し
く
衛
生
上
有
害
と

な
る
お
そ
れ
の
あ
る
状
態
又
は
、
適

切
な
管
理
が
行
わ
れ
な
い
こ
と
に
よ

り
著
し
く
景
観
を
損
な
っ
て
い
る
状

態
、
そ
の
他
周
辺
の
生
活
環
境
保
全

を
図
る
た
め
に
放
置
す
る
こ
と
が
不

適
切
で
あ
る
状
態
に
あ
る
空
家
等
の

　

大
鹿
村
は
、
固
定
資
産
税
の
課
税

を
す
る
う
え
で
適
正
な
評
価
を
確
保

す
る
た
め
、
実
地
調
査
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。
家
屋
調
査
に
つ
い
て
は
次

の
と
お
り
で
す
。

1
家
屋
を
新
・
増
築
し
た
と
き
に
、

建
主
に
事
前
連
絡
な
ど
を
行
い
な

が
ら
評
価
を
行
う
「
新
・
増
築
調

査
」（
店
舗
や
事
務
所
、
ま
た
車
庫

や
物
置
な
ど
小
規
模
な
建
物
も
対

象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

2
家
屋
課
税
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い

る
内
容（
所
在
地
番
・
用
途
・
構

造
・
床
面
積
な
ど
）と
比
較
し
、

増
築
や
未
調
査
の
家
屋
、
取
り
壊

し
な
ど
が
あ
る
家
屋
を
調
査
す
る

「
全
戸
調
査
」 

【
こ
の
ペ
ー
ジ
に
関
す
る
相
談
・
連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先
】　

役
場　

住
民
税
務
課　

☎
３
９－

２
０
０
１ 

ま
で

空
家
等
対
策
協
議
会

固
定
資
産
税（
家
屋
）調
査
の

お
願
い

　

全
戸
調
査
は
、
既
に
課
税
さ
れ
て

い
る
家
屋
と
の
公
平
を
期
し
、
公
正

で
適
正
な
課
税
を
目
的
と
し
て
実
施

す
る
も
の
で
す
。
調
査
方
法
は
、
税

務
係
の
職
員
が
調
査
に
行
き
、
家
屋

の
図
面
と
実
際
の
家
屋
を
照
ら
し
合

わ
せ
な
が
ら
外
観
確
認
し
ま
す
。
確

認
の
た
め
聞
き
取
り
を
す
る
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
、
調
査
中
は
、
大
変

ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
調
査
に
伺
う
際
に
職
員
は

『
固
定
資
産
評
価
補
助
員
証
』
を
携

帯
し
て
い
ま
す
。

◎
お
願
い

建
物
の
取
り
壊
し
・
新
築
・
増
築

を
し
た
場
合
又
は
、
そ
の
予
定
が

あ
る
場
合
は
役
場
税
務
係
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

こ
と
で
す
。

　

尚
、空
家
等
は
個
人
の
財
産
で
す
。

管
理
は
、
所
有
者
等
が
自
ら
行
う
こ

と
が
原
則
で
す
。

、
。

、 。
。

、 。
、 。

。
、 。

おさらい
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　「白い巨塔」など数々のドラマや舞台に出演されている山本學さんは一昨年春に幻視を
見るようになり、認知症の予備軍とも呼ばれる軽度認知障害（ＭＣＩ）と診断されました。
以来認知機能のトレーニングを受けながら、今もドラマや映画に出演し続けています。
　認知症予防について、老いや病との向き合い方についてご講演いただきます。
※配車をご希望の方は2月28日（金）までに保健福祉課までご連絡ください。
※健康ポイント対象講演会です。（ポイントカードをご持参ください。）
※講演終了後、住民税務課より住宅耐震化についての説明があります。

【問い合わせ・連絡先】
役場　保健福祉課　☎48ー5701まで

大鹿村
大鹿村健康づくり推進協議会

令和６年度　美しい村講演会の開催
　令和６年度美しい村講演会を令和７年３月13日（木）に大鹿村交流センターで行います。
　講演会は、大鹿村活性化プロジェクト委員会リーダーの小林憲市氏に、
1.村民が気づいていない、外から見たときの大鹿村の魅力や、外からの見たときの印象に

ついて
2.既に体験型観光を実施している他地域での事例や住民のかかわり方
3.地域活性化プロジェクトを通じて目指す大鹿村の今後と、そのための具体的な内容

等について講演をいただきます。
　参加申し込み等はありませんので、皆様お誘い合ってご参加ください。
また、講演会に関する簡単な事前アンケートを村内３か所（道の駅、塩の里、診療所）にて行っ
ております。
　アンケートは２月2５日（火）まで行っており、その結果を基に講演会を進めさせていただきま
すので、皆様のご協力をよろしくお願いします。

○日時　令和７年３月９日（日）
　　◦受付：午後1時から
　　◦開始：午後1時30分～午後3時30分予定

○場所　大鹿村交流センター

【講演会】　「山本流　認知症予防について」
　　　　　◦講師　俳優　山本　學 氏

「福祉と健康の集い」を開催します
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御嶽山からの火山噴出物の物騒な用途
　昨年1０月12日に、駒ヶ根市中沢にある駒ヶ根市民俗資料館内の一室に「登戸研究所平和資料
館」が開設されたとのことで、見学に行ってきました。登戸研究所というのは、もともと神奈
川県川崎市にあった旧陸軍の秘密諜報機関で、化学兵器の開発、風船爆弾・偽札の製造などを
していましたが、戦争末期の194５年３月に上伊那地方に疎開してきました。平和資料館となっ
ている建物は、当時は中沢国民学校の校舎でしたが、登戸研究所第二工場として利用され、爆
弾の製造などをしていたようです（*１）

　疎開先に上伊那が選ばれた理由としては、大本営の疎開予定
地が同じ長野県内の松代であったこと、登戸研究所の幹部に中
沢出身の人がいたことなどに加えて、爆弾の暴発を防ぐのに必
要な吸収剤の原料が現地で採取できることがあったようです
（*２）。この原料として白羽の矢が立ったのが、約1０万年前の
御嶽山から飛んできた軽石が風化してハロイサイトという名前
の粘土鉱物になったものです。
　この風化軽石層は、御岳第一軽石層（On-Pm1）と呼ばれて
おり、上伊那周辺では1０万年前より古い時代にできた段丘の地
下などに埋もれています（*３）が、段丘を沢が侵食している場
所では沢沿いに露頭が見つかることもあります（写真１）。平和
資料館からほど近い駒ヶ根市東伊那地区は、御岳第一軽石層

（On-Pm1）が上伊那の中でも最も厚く堆積している地域とし
て知られ、その厚さは２ｍ以上に及ぶそうです（*４）。
　中央構造線博物館には、御岳第一軽石層を採取してきたもの
が保管してありますので、興味のある方はどうぞ実物を見にお
越しください（写真２）。（宮崎）

登戸研究所平和資料館　(駒ヶ根民俗資料館内)
開館日：土日祝
　　　　※暖房設備がないため12月～２月は休館
　　　　※平日は予約制
連絡先：駒ヶ根市立博物館（ 0265-83-1135）

※参考文献
（*１）登戸研究所平和資料館リーフレット（2０24）
（*２）登戸研究所調査研究会（2０23）信州伊那谷に来た諜報機関, 2００p.
（*３）須藤定久（2００8）古いフィールドノートから（２）伊那カオリン-信州ローム層の粘土化を測る-,地質ニュース

6５０号,p36-47.
（*４）　狐久保遺跡発掘調査団編（2００9）発掘調査報告41：狐久保遺跡,駒ヶ根市教育委員会,39p.

大鹿村中央構造線博物館たより
189号

２０２5年２月発行
ＴＥＬ：（０２６５）３９−２２０５

ｓｔａｆｆ６９＠ｍｔｌ−ｍｕｓｅ．ｃｏｍ

写真1　白色の御岳第一軽石層
(伊那市西春近・戸沢川)

写真2　御岳第一軽石のサンプル



「上蔵自治会を移住者に紹介する冊子」できました！

　上蔵活性化会議で、上蔵地区に移住する方に渡す
冊子を作成しました。作成は、何を記載するかの話
し合いに45分程度と、仕上がり前の修正に45分ぐら
いの時間で完成しました。歴史的な内容については
上蔵地区の方に聞いたり、昔の資料を調べたりして
記載し、地区の中にある史跡の写真も加えました。
　これまで上蔵自治会では毎月第1、第3木曜日に
集まって、地域の課題や今後について話合いを続け

てきました。課題について話合いをしているときに「上蔵地区はこのような地域です。一緒に
地域づくりをしてくれる方を歓迎します」ということを移住者にお伝えした
らどうかという意見が出て、この冊子を作ることになりました。この冊子
は、上蔵へ移住する方が役場に住民票を移しにきた際にお渡しする予定です。
冊子の内容は、村ホームページの移住・定住欄の「自治会の移住の取組み」
コーナーに掲載していますのでご覧ください。

　他の自治会でも作成したいというご要望があればワークショップを企画します!
　総務課・企画財政係( 39−2001)までお問い合わせください。

ジュリエンヌとは、フランス語で「細い千切り」のことです。
野菜を細かく切るため、やわらかくなり、苦手な野菜も食べやすい、保育所
で人気のメニューです。

【材料】
玉ねぎ………… 1/2個
人参 ………… 1/2本
キャベツ …………150g
パセリ（乾燥）……  少々
コンソメ ……… 小さじ1
醬油 ………… 小さじ1
食塩 ……小さじ1/6強
水 …………… 3カップ

【作り方】
①玉ねぎ、人参、キャベ
ツを千切りにする。
②鍋に水入れて火にか
け、人参、玉ねぎ、キャ
ベツの順に入れて煮
る。
③野菜が煮えたら、コン
ソメ、醬油、塩で味を
調え、パセリを加える。

【大人2人・子ども2人分】

　１月17日に、大鹿
保育所で「お餅つき」
が行われました。
　近年は餅つきをす
る保育園も徐々に
減ってきています
が、大鹿保育所では、昔からの行事等を大切に
したいため、杵と臼を使って行っています。

★栄養士より★
　野菜はどんな野菜でも作れるため、家にある野菜やその時
に採れる野菜で作ることができます。
　また、野菜は「繊維に沿って切るか」、「断ち切るように切る
か」で食感等が変わります。
　繊維に沿って切ると、歯ごたえ等の食感が残りやすく、断ち
切るように切ると、やわらかく、火の通りが早くなると言われ
てますので、好みに合わせて、切り方も工夫してみてください。

ジュリエンヌスープ
レシピ紹介

保育所の一コマ
「お餅つき」

QRコードは
こちらから!


